


（プロジェクト推進についての意見交換） 

 続いて、杉田教授の司会により、プロジェ

クトの推進に向けて、次の４つのテーマに基

づき意見交換を行いました。 

○スポーツを通した地域の活性化に向けた 

課題 

○ジュニア競技者育成に向けた課題 

○障がい者スポーツの推進における課題 

○国民体育大会等の大規模大会開催に向けた

県民へのＰＲなど 

 

各委員からは、日頃の活動の中で感じる課

題をふまえた意見や提案をいただくなど、活

発な意見交換が行われました。 

 

※委員からの主な意見 

○スポーツを通した地域の活性化に向けた 

課題 

・スポーツバウチャー制度を三重県として

採用してはどうか。スポーツに特化したク

ーポン券の配付により、地域スポーツの振

興だけでなく、地域経済の活性化にもつな

がる。 

 

○ジュニア競技者育成に向けた課題 

・国体やインターハイの開催は、三重県の

スポーツ競技力のレベルアップのための一

つの通過点である。 

・県民の皆さんがスポーツを身近に感じる

ように、中学校や高校の体育教員が、地域

の小学校を巡回訪問し、出前授業をするな

ど、スポーツに親しむ環境づくりを働きか

ける。 

・スポーツの裾野を拡げるためには、トッ

プレベルの競技団体同士でタイアップし、

スポーツ教室を共同開催するなど連携する。 

・中学校・高等学校における運動部活動へ

の加入率をみると、男子よりも女子のほう

が低いが、その理由をしっかり分析し対応

する必要がある。 

○障がい者スポーツの推進における課題 

・障がい者スポーツについて、三重県の取

組は遅れている。特に、施設のバリアフリ

ー化等の整備面が不十分な状況がある。ま

た、競技者の高齢化や指導者が不足してい

ることが課題である。 

・障がい者スポーツの裾野を拡げるために

は、新人の発掘が課題である。 

・テニスなどの種目では、健常者と障がい

者が共に競技をしているが、今後は、その

他の競技でも同じ大会に参加できるように、

連携をしていくことが必要である。 

 

○国民体育大会等の大規模大会開催に向けた

県民へのＰＲ                  

・スポーツは「する」「みる」「支える」に

加えて、「知る」という視点が重要である。

県内でどのようなスポーツがなされている

のか、どこでしているのかなど、まずは県

民の皆さんに知ってもらうことが必要であ

る。 

・平成３３年の国体をめざすだけでなく、

国体終了後も、持続的に発展していけるよ

うに、社会全体の仕組みの中でスポーツを

どう位置づけるのかが重要である。スポー

ツだけが盛んな地域はなく、社会全体の力

がどうかである。 

                  など 

 

 



    次回（第３回）の開催予定       

 

 次回（第３回）推進会議は、本年度の取組

の進捗状況と翌年度の具体的な取組に向けた

意見交換を行うため、１２月に公開で開催す

る予定です。 

 

 


